
平 成 ２ ３ 年 度
実 績

　川越市総合計画の施策指標に関する市民アンケートの調査項目に、スポーツの実施率の
設問があり、平成23年度は、当初の設置目標の、成人の月１回以上スポーツを実施した人
の割合が60％を上回り、目標を達成することができました。

指標及び説明
【指標】
スポーツ実施率（成人の月１回以上のス
ポーツ実施率）

【説明】
成人における月１回以上スポーツを実施した
人の割合

指 標 の 推 移
単位

基準値
（Ｈ２１）

担当課評価

細 施 策 ①総合型地域スポーツクラブの設置・育成
文化スポーツ部
スポーツ振興課 Ｂ

施 策 の 内 容
　誰もが、いつでも、どこでもスポーツに取り組めるようにするため、各地域で自主的に運営
する総合型地域スポーツクラブの設置・自立を支援していきます。

Ａ

施 策 の 内 容

担当課評価

　スポーツへのきっかけをつくり、継続していくことができるようにするため、魅力あるスポーツ
教室・大会等の充実を図っていきます。

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進
【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施 策 の 柱 (1)スポーツ活動の推進 担当課

細 施 策 ②スポーツ教室・大会等の充実
文化スポーツ部
スポーツ振興課

改善の方策等

施 策 の 柱 (1)スポーツ活動の推進 担当課

　今後、他の地域にも総合型地域スポーツクラブを設置できるように、情報提供を図っていき
ます。

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

Ｈ２５ Ｈ２６

％ 46.8 実施なし 65.2 60.0

評 価 の 理 由

改善の方策等
　市民アンケートをとって実績値を出していますが、アンケートの対象になる人を無作為に抽
出しているため、年度によって多尐のばらつきがみられます。

　小江戸川越マラソンや各種スポーツ教室の実施により、成人の月１回以上スポーツを実施
した人の割合が60％以上になり、目標値を上回ることができ順調に進ちょくしています。

Ｈ２５ Ｈ２６

平 成 ２ ３ 年 度
実 績

　現在、川越市内には芳野スポーツクラブと川越公園スポーツクラブの２つのクラブがあり、
平成27年までに５つのクラブを設置することを目標としています。平成23年度は、山田地区
への設置を計画し、日本スポーツ振興センターの創設支援事業として助成を受けながら、総
合型地域スポーツクラブの設置を目指します。

指標及び説明
【指標】
総合型地域スポーツクラブの設置数

【説明】
市内に創設された総合型地域スポーツクラブ
の数

指 標 の 推 移
単位

基準値
（Ｈ２１）

5件 2 2 2

評 価 の 理 由
　平成23年度に、山田地区が創設支援という総合型地域スポーツクラブになる１歩手前の段
階まで進めることができました。平成24年度には、大東地区の創設支援を目指していきま
す。
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ａ

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進

【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施 策 の 柱 (1)スポーツ活動の推進

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 評 価

細施策 担当課

①総合型地域スポーツクラブの設置・育成 スポーツ振興課
②スポーツ教室・大会等の充実 スポーツ振興課

Ａ

Ａ
　総合型地域スポーツクラブについては、設置後の育成等、今後も市からの支
援をぜひお願いしたい。

総合評価
施策評価
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【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進

細 施 策 ①スポーツ指導者等の養成・活用
文化スポーツ部
スポーツ振興課 Ｂ

施 策 の 内 容
　各スポーツ団体等を育成・支援するとともに、市民のニーズに合わせて適切な指導ができ
るようにするため、スポーツ指導者の養成に努め、その活用を図ります。

【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施 策 の 柱 (2)スポーツ環境基盤整備 担当課 担当課評価

評 価 の 理 由

平 成 ２ ３ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

指導者養成講習会
実施団体数（団体）

29 29

　体育協会加盟団体31団体中30団体が指導者養成講習会を行っています。また、スポーツ
尐年団のスポーツリーダー養成講習会も、定員以上の申込みがありました。

　体育協会加盟団体が、それぞれの種目ごとに技術講習会や審判講習会を行い、適切な
指導ができるようにスポーツ指導者の養成に努めました。また、スポーツ尐年団の指導者に
対し、認定員を養成する講習会を行いました。

スポーツ尐年団スポーツ
リーダー養成講習会(人） 47 46 50

30

細 施 策 ②スポーツ施設等の整備・充実
文化スポーツ部
スポーツ振興課 Ｂ

施 策 の 内 容
　スポーツ活動の場を確保するため、既存スポーツ施設の計画的な整備・改善、新設体育
館の建設に取り組みます。

改善の方策等

施 策 の 柱 (2)スポーツ環境基盤整備 担当課 担当課評価

　指導者養成講習会は各団体で実施しているので、その活用については、今後検討してい
きます。

平 成 ２ ３ 年 度
実 績

　既存スポーツ施設の整備はもとより、新設体育館の建設に向け、土地の取得をするため、
埼玉県と協議を進めています。また、川越運動公園陸上競技場の第２種公認の継続をする
ため、日本陸上競技連盟と埼玉県陸上競技協会に延期願いを提出し調整をしています。そ
の他、川越運動公園テニスコートを12面中８面の改修工事を行いました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

3 3

主な運動施設の
修繕件数（件）

62 68 71

改善の方策等

評 価 の 理 由

・平成24年には、埼玉県から土地の売買契約を締結します。
・スポーツ施設等の整備・充実には予算が伴うことから、計画通りに進められないこともありま
す。

　新設体育館の建設用地として、既存の建物を解体し、基礎杭の引き抜きを終了しており、
概ね順調に進ちょくしています。

新設体育館検討会
議の開催数（回）

2
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進

【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ

・新たな体育館を早く造ってほしいという意見を多く聞いている。
・新たな体育館については、市民からの要望を強く感じているところなので、尐
しずつでも地道に進めていただきたい。

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 評 価

細施策 担当課

①スポーツ指導者等の養成・活用 スポーツ振興課
②スポーツ施設等の整備・充実 スポーツ振興課

施 策 の 柱 (2)スポーツ環境基盤整備
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